
 

 

オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ロ
ー
ス
ド
ル
フ
城
「
古
伊
万
里
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」 

 
一
般
社
団
法
人
古
伊
万
里
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
代
表
理
事
、
茶
道
裏
千
家
教
授
、
一
九
九
五
文 

保
科
眞
智
子 

  

ウ
ィ
ー
ン
近
郊
、
チ
ェ
コ
と
の
国
境
に
ほ
ど
近
い
長
閑
な
田
園
地
帯
に
、
私
が
有
志
た
ち
と
展
開
し
て
い
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
舞
台
、
ロ
ー
ス
ド
ル
フ
城
は
静
か
に
佇
む
。
千
年
の
歴
史
を
有
す
る
中
欧
辺
境
の
古
城
に
は
、
江

戸
時
代
の
輸
出
用
磁
器
「
古
伊
万
里
」
を
中
心
に
、
中
国
・
景
徳
鎮
、
そ
し
て
西
洋
磁
器
で
構
成
さ
れ
る
、
陶
磁

器
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
大
切
に
伝
わ
っ
て
い
る
。
か
つ
て
邸
内
を
美
し
く
飾
っ
て
い
た
こ
と
を
彷
彿
さ
せ
る
名
品
の

数
々
に
は
、
も
う
一
つ
の
、
胸
痛
む
物
語
が
あ
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
の
渦
中
、
旧
ソ
ビ
エ
ト
軍
に
よ
る
城
の
接

収
時
に
、
ほ
ぼ
全
て
が
壊
滅
的
に
破
壊
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。 

  

陶
片
の
数
は
、
一
万
点
以
上
に
の
ぼ
る
。
城
の
薄
暗
い
「
陶
片
の
間
」
の
床
に
、
整
然
と
ス
ト
ラ
イ
プ
状
に
並

べ
ら
れ
た
そ
の
姿
は
、
ま
る
で
現
代
ア
ー
ト
の
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
よ
う
だ
。
陶
片
の
海
は
、
静
か
な
迫
力

と
な
り
、
異
様
な
光
景
と
し
て
脳
裏
に
焼
き
つ
く
。
戦
後
七
十
五
年
間
に
渡
り
、
こ
れ
ら
を
保
管
し
公
開
し
て
き

た
理
由
は
、
過
去
の
悲
劇
を
乗
り
越
え
、
二
度
と
戦
争
を
繰
り
返
さ
な
い
よ
う
に
と
訴
え
た
先
々
代
の
想
い
か
ら

だ
と
い
う
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
専
門
家
に
よ
る
鑑
定
は
お
ろ
か
、
人
の
目
に
ほ
と
ん
ど
触
れ
る
こ
と
な
く
時
が

止
ま
っ
て
い
た
。 

  

城
主
ピ
ア
ッ
テ
ィ
家
と
茶
道
家
で
あ
る
私
は
、
二0
一
六
年
秋
、
東
京
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
大
使
公
邸
で
催
し
た

茶
会
に
て
出
会
っ
た
。
数
奇
な
運
命
を
た
ど
っ
た
「
古
伊
万
里
」
の
物
語
を
聞
き
、
胸
騒
ぎ
を
抑
え
ら
れ
ず
、
日

本
か
ら
手
を
差
し
伸
べ
ら
れ
な
い
か
と
直
ち
に
行
動
に
移
し
た
。
翌
年
に
は
現
地
を
訪
ね
、
研
究
者
や
助
成
団

体
、
メ
デ
ィ
ア
等
へ
話
を
持
ち
込
み
、
「
古
伊
万
里
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上
げ
た
。
賛
同
す
る
仲
間
た

ち
と
共
に
一
般
社
団
法
人
を
設
立
し
、
現
地
へ
の
学
術
調
査
チ
ー
ム
派
遣
や
修
復
を
支
援
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

ま
た
、
そ
の
成
果
を
発
表
す
る
場
と
し
て
、
日
本
の
美
術
館
へ
の
橋
渡
し
に
も
成
功
し
た
。 

 
 
 

活
動
メ
ン
バ
ー
は
、
今
年
卒
業
二
十
五
周
年
を
迎
え
た
同
期
た
ち
を
含
め
、
全
員
が
兼
業
主
婦
だ
。
み
な
一
様

に
「
古
伊
万
里
」
の
ロ
マ
ン
と
悲
劇
に
心
動
か
さ
れ
、
仕
事
や
子
育
て
の
合
間
に
、
国
内
外
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ワ
ー
ク
で
参
画
し
て
く
れ
て
い
る
。
海
外
経
験
の
豊
富
な
中
川
華
子
さ
ん
（
95
文
）
と
皆
川
ロ
ー
デ
知
子
さ
ん

（
95
文
）
の
お
陰
で
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
人
の
城
主
一
家
と
強
固
な
信
頼
関
係
を
構
築
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま

た
、
塾
員
の
手
塚
良
則
さ
ん
（
02
商
）
、
神
森
真
理
子
さ
ん
（
05
文
）
両
氏
の
ご
尽
力
で
、
復
元
し
た
「
古
伊
万

里
」
を
G
20
大
阪
サ
ミ
ッ
ト
に
て
披
露
す
る
機
会
に
も
恵
ま
れ
た
。
活
動
資
金
は
、
主
に
助
成
金
や
ス
ポ
ン
サ
ー

協
力
、
そ
し
て
個
人
の
ご
寄
付
か
ら
成
る
。
ま
た
、
専
門
外
の
分
野
に
も
果
敢
に
挑
戦
す
る
私
た
ち
を
、
あ
た
た

か
く
ご
指
導
く
だ
さ
る
諸
先
輩
方
の
存
在
も
大
き
く
、
各
位
の
ご
支
援
に
心
よ
り
御
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。 

 
 
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
し
て
私
た
ち
が
伝
え
た
い
の
は
、
破
壊
さ
れ
た
陶
片
を
平
和
の
シ
ン
ボ
ル
と
位
置
づ
け
、

「
再
生
」
さ
せ
る
こ
と
だ
。
戦
争
を
知
ら
な
い
世
代
が
「
古
伊
万
里
」
の
物
語
を
伝
え
る
こ
と
は
、
歴
史
を
つ
な

ぎ
、
世
界
を
つ
な
ぐ
こ
と
と
考
え
て
い
る
。
今
秋
、
大
倉
集
古
館
に
て
海
外
初
の
特
別
展
が
開
催
さ
れ
る
（
「
海

を
渡
っ
た
古
伊
万
里
〜
ウ
ィ
ー
ン
、
ロ
ー
ス
ド
ル
フ
城
の
悲
劇
〜
」
一
一
月
三
日
〜
二
一
年
一
月
二
四
日
）
。
ま

た
、
愛
知
県
陶
磁
美
術
館
、
山
口
県
立
萩
美
術
館
・
浦
上
記
念
館
に
て
巡
回
展
も
予
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
機
会

に
ぜ
ひ
と
も
、
私
た
ち
が
情
熱
を
注
ぐ
「
古
伊
万
里
」
と
出
会
っ
て
頂
き
た
い
。 

  

今
後
の
目
標
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
へ
の
凱
旋
だ
。
日
本
で
の
盛
り
上
が
り
は
、
各
メ
デ
ィ
ア
報
道
を
通
し
て
現

地
で
も
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。
陶
磁
器
の
分
野
に
お
い
て
、
日
本
が
世
界
で
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
と
れ
る
よ
う
、

こ
の
機
会
を
盛
り
立
て
、
若
手
研
究
者
や
技
術
者
の
国
際
交
流
に
つ
な
げ
た
い
。
ま
た
、
風
光
明
媚
な
ロ
ー
ス
ド

ル
フ
城
の
周
辺
や
、
古
伊
万
里
に
縁
の
あ
る
地
方
に
、
人
の
流
れ
を
作
る
お
手
伝
い
も
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。 

  

茶
人
は
元
来
、
人
を
つ
な
ぎ
、
一
期
一
会
を
演
出
す
る
役
目
を
担
っ
て
き
た
。
現
代
の
茶
人
と
し
て
は
、
国
境

を
超
え
て
文
化
を
つ
な
ぐ
役
目
を
果
た
し
た
い
、
と
夢
は
広
が
っ
て
い
る
。
お
城
に
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
無
事
に
お

返
し
す
る
ま
で
、
「
再
生
」
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
役
と
し
て
、
責
任
感
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

https://w
w
w
.roip.jp!


